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この事業はみやぎNPO夢ファンドの助成で実施されています。


子どもの権利条約フォーラム　in　みやぎ　プレ企画
講演｢子どもの『参画』｣について
「参加」と「参画」はどう違うの？

川崎市子ども権利条例調査研究委員会座長、同市の子ども会議推進委員会副委員長・子どもの権利委員会、同市子ども夢パーク運営検討委員会委員長、高浜市子ども憲章検討委員会・普及啓発委員会委員長、目黒区子どもの条例を考える区民会議会長、日進市子どもの権利条約づくりスーパーバイザーなどを歴任してきた喜多さんのお話を聞きましょう。

講師　喜多 明人（きたあきと）　（早稲田大学教授・子どもの権利条約ネットワーク代表）

日時　　平成２２年７月４日(日)14:30～16:30

場所　　仙台市戦災復興記念館　4階研修室
	＜子どもの権利条約とは＞

「児童の権利に関する条約（子どもの権利条約）」は、子どもの基本的人権を国際的に保障するために決められた条約です。１９８９年の第４４回国連総会において採択され、１９９０年に発効しました。日本は１９９４年に批准しました。　

＜「子どもの権利条約」－４つの柱＞
生きる権利

子どもたちは健康に生まれ、安全な水や十分な栄養を得て、健やかに成長する権利を持っています。

守られる
権利

子どもたちは、あらゆる種類の差別や虐待から守られなければなりません。紛争下の子ども、障害をもつ子ども、少数民族の子どもなどは特別に守られる権利を持っています。

育つ権利

子どもたちは教育を受ける権利を持っています。また、休んだり遊んだりすること、様々な情報を得、自分の考えや信じることが守られることも、自分らしく成長するためにとても重要です。

参加する
権利

子どもたちは、自分たちに関係のある事柄について、自由に意見を発表したり、集まってグループを作ったり、活動することができます。そのときには、家族や地域社会の一員としてルールを守って行動する義務があります。

　
では日本の子供たちの権利は守られているでしょうか？　統計に見る子どもの現状は以下のとおりです。

警察庁統計資料2007年

ユニセフ調査2007年

日本青少年研究所2008年

厚生労働省調査2006年

子どもの自殺

毎日１．４人

孤独を感じている子ども

　3人に1人

疲れを感じている高校生　

5人のうち4人

子どもの虐待死　

3日に1人

この状況を何とかしたいと考え、子どもの権利条約を皆が知って子どもの権利を尊重し、少しでも子どもが生きやすい社会をつくることをめざしていきたいと思い、宮城県内の有志が集い、「子どもの権利条約フォーラム in みやぎ」を開催することになりました。
子どもの権利条約フォーラムは、子どもの権利条約を普及、実施していくことに関心を寄せる人々の意見交換、出会い、交流の場として、1993年から昨年まで子どもの権利条約採択記念日（11月20日）前後に全国各地で延べ１7回開催されてきました（東京４回、大阪、神奈川、福岡、群馬、青森、千葉、兵庫、茨城、滋賀、熊本、長野、三重、富山）。毎回２日間で延べ1000人ほどの参加者が、開催地及び全国、そして海外から集まり、子どもを取り巻く現状や課題について現状報告や意見交換を行っています。皆様のご参加をお待ちしています。



	予告　子どもの権利条約フォーラム　in　みやぎ　　実行委員募集中！
日時：２０１０年１１月１３日（土）～１４日（日）　会場：仙台市青年文化センター
開催趣旨「子どもの権利条約」の普及啓発とそれに関わる人々の意見交換・交流の場づくり



呼びかけ人からのメッセージ
子どもの権利条約を皆が知って子どもの権利を尊重し、少しでも子どもが生きやすい社会をつくることを

めざしていきたいと思います。どうぞ、この趣旨にご賛同いただきますよう、お願い申し上げます。

呼びかけ人一同（６月１５日現在）敬称略

・赤池悦子（子どもの権利条約ネットワーク事務局長）　

・阿部俊昭（仙台・子ども博物館を広げる会世話人）

・荒牧重人（子どもの権利条約ネットワーク副代表、山梨学院大学教授）　
・飯嶋　茂（共育を考える会）

・石井山竜平（東北大学大学院教育学研究科准教授）
・伊藤紀代子（（ℐ）女性会議仙南支部事務局長）
・伊藤仟佐子（（特）せんだいファミリーサポート・ネットワーク代表理事）

・伊藤美代子（みやぎ緊急サポートの会代表）　
・大久保朝江（（特）杜の伝言板ゆるる代表理事）

・太田昌浩（早寝･早起き･朝ごはん実行委員会inみやぎ委員長　日本を美しくする会･宮城掃除に学ぶ会代表世話人）

・大場將吉（元河南高等学校校長、元聖和学園高等学校三神峯キャンパス教頭）

・小笠原義道（仙台ターミナルケアを考える会事務局長）　

・小島宗三（宮城県骨髄バンク登録推進協議会理事、運営委員長）

・貝田　真（(株)ベガルタ仙台事業部ホームタウン課長、早寝･早起き･朝ごはん実行委員会inみやぎ事務局）

・加藤哲夫（（特）せんだい・みやぎNPOセンター代表理事）
・鎌田典子（岩沼市子育てサポーター「ほっぺの会」代表）　

・工藤玲子（（特）チャイルドラインみやぎ理事）

・喜多明人（早稲田大学教授・子どもの権利条約ネットワーク代表）
・草場裕之（弁護士）　

・小浜耕治（みやぎいのちと人権リソースセンター代表）
・小岩孝子（（特）For you にこにこの家理事長、仙台市東四郎丸児童館館長）
・小林純子（（特）チャイルドラインみやぎ代表理事、（特）ＭＩＹＡＧＩ子どもネットワーク代表理事）

・斎藤純子（（特）せんだい杜の子ども劇場代表理事）

・齋藤美和子（（株）ベガルタ仙台事業部運営課長、早寝・早起き・朝ごはん実行委員会in宮城事務局長）

・佐々禮子（CAPみやぎ代表、デートDV防止ネットみやぎ代表）

・佐山暢一（（社）仙台市シルバー人材センター　子育て支援事業「わらべっこ」委員長）

・三條秀夫（東北学院大学准教授）
・末田耕司（社会福祉士、（財）宮城県肢体不自由児協会事務局次長兼主任支援相談員）

・鈴木俊博（キャプネットみやぎ事務局次長）　

・鈴木有希子（こひつじるーむ代表）

・関口博久（宮城教育大学教職大学院教授、特別支援教育総合研究センター長、（特）チャイルドラインみやぎ理事）

・高田尚子（「こどものあんしん・じしん・じゆう」を考えるCAPの会）

・高橋悦子（（特）冒険あそび場・せんだい・みやぎネットワーク理事）
・高橋依子（宮城県青年会議　会長）　

・立柳聡（子どもの権利条約フォーラム☆ふくしま）

・田部眞樹子（三重県子どもNPOサポートセンター理事長、チャイルドラインMIEネットワーク代表理事、2008年度子どもの権利条
約フォーラム実行委員長）　

・丹野孝（（特）チャイルドラインみやぎ理事）

・西出優子（東北大学大学院経済学科准教授）　

・新田新一郎（アトリエ自遊楽校）
・西澤晴代（子どもの人権を守る宮城県連絡会事務局長）
・林　みづ穂（仙台市精神保健福祉総合センター、（特）チャイルドラインみやぎ理事）

・平山ラーメン（（特）みやぎ・せんだい子どもの丘）
・増子良一（イートス（株）代表取締役）
・水谷修（東北学院大学教授）　

・宗片恵美子（（特）イコールネット仙台代表理事）

・森田明彦（尚絅学院大学教授）
・谷津尚美（（特）アフタースクールぱるけ理事長）　

・八幡悦子（ハーティ仙台代表、（特）チャイルドラインみやぎ理事）
・山田晴義（宮城大学名誉教授・岩手県立大学名誉教授）

・横田悦子（橙企業株式会社）　

・米倉正子（（特）チャイルドラインみやぎ理事）
・青木ユカリ・秋山忠義・池川尚美・出雲洋一・中村祥子・久松恵美子・松村美佳・松尾倫子
呼びかけ団体　子どもの権利条約ネットワーク
	「子どもの権利条約フォーラム in みやぎ」実行委員会連絡先
特定非営利活動法人チャイルドラインみやぎ（連絡可能時間　平日１５時～２０時）

〒９８１－０９５４ 仙台市青葉区川平１－１６－５スカイハイツ１０２

ＴＥＬ＆ＦＡＸ　０２２－２７９－７２１０　Ｅメール　c.l.miyagi@viola.ocn.ne.jp


